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基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間 

／
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間 

令
和
６
年
９
月
26
日
（
木
） 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

     

会
員
64
名 

出
席
計
算
数 60

名
中
44
名
出
席 

出
席
率

73
・
33
％ 

前
々
回
出
席
率

83
・
61
％ 

 

 

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
ソ
サ
エ
テ
ィ
登
録

証
・
ピ
ン
バ
ッ
ジ
授
与 

★
元
派
遣
青
少
年
交
換
学
生
近
況
報
告 

★
地
区
委
員
会
報
告 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
長 

横
川 
誠
人
さ
ん 

★
「
台
日
小
学
生
リ
モ
ー
ト
交
流
」 

学
会
発
表
に
つ
い
て 

国
際
奉
仕
副
委
員
長 大

上 

晃
延
さ
ん 

★
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
我
等
の
生
業
」 

指 

揮 

者 

鬼
頭 

茂
成 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

  

ゲ
ス
ト 

飯
田
昭
夫
さ
ん
ゲ
ス
ト 

98-

99
年
度
派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

小
貝 

 

葵
さ
ん 

（
旧
姓
：
山
田
／
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

 

第
９
代
会
長
山
田
邦
彦
さ
ん
ご
息
女
）

 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

葵
さ
ん
よ
う
こ
そ
。 

 

飯
田 

昭
夫 

佐
々
木 

功
・
藤
田 

 

澈 

横
川 

誠
人
・
加
藤
已
千
彦 

小
貝
さ
ん
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

木
村 

吉
伸 

ゴ
ル
フ
例
会
、
何
年
か
ぶ
り
に
優
勝
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

林 
 

順
治 

木
村
光
徳
さ
ん
早
い
回
復
を
祈
っ
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

岡
部 

快
圓 

来
週
は
上
高
地
で
す
。
ま
だ
紅
葉
は
早

い
か
な
？ 

 
 

 
 

 

吉
田 

隆
彦 

木
村
さ
ん
お
め
で
と
う
。
横
井 

 

衞 

河
合
誠
弥
さ
ん
昨
日
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

吉
田 

憲
一 

葵
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。 鬼

頭 

茂
成 

２
０
２
１
年
に
行
っ
た
リ
モ
ー
ト
小
学

生
交
流
の
件
を
娘
が
学
会
で
発
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

渡
辺 

観
永 

  

会
長
挨
拶 

 
会
長 

飯
田 

昭
夫 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
本
日
は
「
ワ
ー

プ
ロ
記
念
日
」
で
す
。
日
本
語
ワ
ー
プ

ロ
を
知
ら
な
い
世
代
の
会
員
も
い
る
と

思
い
ま
す
。１
９
７
８
年（
昭
和
53
年
）

９
月
26
日
、
世
界
で
は
じ
め
て
日
本
語

の
ワ
ー
プ
ロ
（
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
）

が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
本
日
を
記
念

日
と
し
て
い
ま
す
。 

今
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
ロ
ー
マ
字
入
力

す
る
こ
と
に
よ
る
日
本
語
へ
の
変
換
が 

当
た
り
前
で

す
が
、
そ
れ

ま
で
は
、
日

本
語
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
を

用
い
て
タ
イ

ピ
ス
ト
が
文

書
作
成
し
て

い
ま
し
た
。 

最
初
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の「
か
な

漢
字
変
換
」の
研
究
に
着
手
し
た
の
は
、

九
州
大
学
工
学
部
の
栗
原
教
授
で
特
許

を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、
商
品
化
し
た

の
は
、
株
式
会
社
東
芝
で
す
。
１
９
７

８
年
、
東
芝
は
自
社
内
で
開
発
を
進
め

て
い
た
か
な
漢
字
変
換
方
式
の
製
品
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
世
界
で
初
め

て
実
用
化
さ
れ
た
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
Ｊ

Ｗ-

10
と
い
う
機
種
で
す
。
こ
の
開
発

は
、
１
９
７
１
年
に
東
芝
の
総
合
研
究

所
に
い
た
森
健
一
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
仮
名
で
入

力
し
た
文
字
を
よ
り
効
率
的
に
漢
字
交

じ
り
に
変
換
で
き
る
、
変
換
時
に
使
用

頻
度
の
高
い
単
語
を
優
先
表
示
す
る
技

術
と
、
前
後
の
文
脈
か
ら
変
換
の
精
度

を
高
め
る
技
術
開
発
が
な
さ
れ
、
基
本

特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
企
業
が
高
額

な
利
益
を
得
て
い
た
の
で
、
発
明
者
で

あ
る
東
芝
の
技
術
者
だ
っ
た
天
野
氏
が
、

発
明
に
対
す
る
報
奨
金
額
が
少
な
い
と

同
社
に
約
３
億
２
千
万
円
の
発
明
対
価

の
支
払
い
を
求
め
た
訴
訟
を
求
め
た
こ

と
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
的
に

は
、
知
的
財
産
高
等
裁
判
所
で
和
解
し

た
よ
う
で
す
が
、
内
容
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。 

尚
、
そ
の
後
、１
９
９
５
年
よ
り
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
95
が
普
及
す
る
と
、
ワ
ー

プ
ロ
専
用
機
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
現

在
の
よ
う
な
パ
ソ
コ
ン
用
の
ソ
フ
ト
に

変
わ
り
ま
し
た
。
開
発
と
特
許
と
発
明

者
の
報
奨
金
の
話
の
紹
介
を
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
挨
拶
を
終
わ
り
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
ソ
サ
エ
テ
ィ 

登
録
証
・
ピ
ン
バ
ッ
ジ
授
与 

           

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
よ
り
ポ
リ
オ
プ
ラ

ス
ソ
サ
エ
テ
ィ
登
録
証
と
ピ
ン
バ
ッ
ジ

が
飯
田
昭
夫
さ
ん
へ
贈
ら
れ
、
Ｒ
Ｉ
第

２
７
６
０
地
区
ラ
ー
ニ
ン
グ
委
員
長 

照
井
栞
さ
ん
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

多
額
の
寄
付
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

・
地
区
Ｒ
財
団
委
員
会 

「
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」 

T
h

e
 P

o
lio

P
lu

s
 S

o
c
ie

ty (P
P

S
) 

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
「
ポ
リ
オ
プ
ラ
ス
基
金
」へ 

1672 
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毎
年
１
０
０
ド
ル
の
寄
付
を
お
約
束
い
た
だ

け
る
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
に
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
登
録
証
と
ソ
サ
エ
テ
ィ
メ
ン
バ
ー
の
ピ

ン
バ
ッ
ジ
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
す
で
に
多
く
の
国
々
の
ロ
ー
タ
リ

ー
会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

  

元
派
遣
青
少
年
交
換
学
生
近
況
報
告 

98-

99
年
度
派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

小
貝 

 

葵
さ
ん 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

み
な
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。大
変
ご
無
沙 

汰
し
て
い
ま
す
。
生
前
で
は
、
パ
パ
（注）

が 
 

（注）

故
・
山
田
邦
彦
さ
ん 

            

ｓ 

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
借
り
し
、御 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
さ

ん
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
、
98—

99
年
度

青
少
年
交
換
し
た
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、

そ
の
後
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
め
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
、
素
敵

な
出
逢
い
や
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

人
と
人
と
の
繋
が
り
・
縁
は
本
当
に

大
切
で
あ
り
、
我
が
糧
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
今
、
実
感
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
愛
知
ロ
ー
タ
リ
ー
学
友
会
の

会
長
と
し
て
活
動
し
、
子
育
て
や
他
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
が
ら
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

当
時
と
変
わ
ら
な
い
活
気
あ
ふ
れ
る

名
古
屋
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ま
に
、
元
気
な
姿
で
ま
た
お
会
い

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

本
日
は
お
時
間
を
頂
戴
し
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

地
区
委
員
会
報
告 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
長 

横
川 

誠
人
さ
ん  

「
台
日
小
学
生
リ
モ
ー
ト
交
流
」 

学
会
発
表
に
つ
い
て 

国
際
奉
仕
副
委
員
長 大

上 

晃
延
さ
ん 

コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
に
当
ク
ラ
ブ
の
国

際
奉
仕
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
た
「
台

日
小
学
生
リ
モ
ー
ト
交
流
」に
つ
い
て
、

当
日
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て

く
れ
た
元
青
少
年
交
換
学
生
の
渡
辺
彩

加
さ
ん
が
、
現
在
在
籍
中
の
京
都
大
学 

東
南
ア
ジ
ア
地
域
研
究 

研
究
所
を
通

じ
て
、
10
月
４
日-

５
日
に
台
湾
で
開

催
さ
れ
る
国
際
学
会
に
て
、
口
頭
発
表

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
事
前
に
ク
ラ

ブ
へ
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 
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10
月
10
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

会
員
卓
話 

「
仕
事
を
通
じ
て
幸
せ
に
な
る
た
め
の 

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ナ
ー
」 

榊
原 

陽
子
さ
ん  

10
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

10
月
24
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

オ
オ
ス
シ
ン
ガ
ー
ズ
卓
話 

鬼
頭 

茂
成
さ
ん  

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

横
川 
誠
人 

深
谷 

昭
広
・
小
笠
原
和
俊 

小
澤 

幸
男
・
黒
岩 

麗
子 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。                                    

                                   

 

＜優 勝＞  林  順治 

今回、何年かぶりに優勝させて頂きました。

とても暑いなか、岡田さん、佐々木さん、

西垣さん、楽しいメンバーでまわれて感謝

です。有難うございました。

 
 

 

 

 

 

OUT IN GROSS HDCP NET 次回

優勝 林　順治 51 53 104 30 74 24

2位 南　善隆 49 48 97 23 74 20

3位 佐々木功 50 49 99 24 75 22

BB 大原敏正 60 58 118 29 89 --
 

＜準 優 勝＞ 南  善隆 
 
＜べスグロ＞ 荻巣 賢二 
 
＜ニアピン＞   

NO.3  南  善隆 

NO.6  荻巣 賢二 

NO.12  荻巣 賢二 

NO.17  西垣亜矢子 
 
＜ドラコン＞   

NO.8  西垣亜矢子 

NO.12  林  順治 

令和 6 年 9 月 18 日（水）  
於 グレイスヒルズカントリー倶楽部 


